










【要旨】

　小児肥満は幼児期から始まり、そのリスクファクターとして間食などの生活習慣が影響

していると言われている。そこで、幼児期の生活習慣がどのように変化していくのかを検

討し、さらに、小児の生活習慣形成に大きな影響を与えると考えられる母親の勤務形態と

小児の生活習慣の悪化を解析した。対象者は、第 1回、2回の富山スタディに回答した 9030

名で、2 回の調査データを用いた。3 歳から小学 1 年生における生活習慣の変化として朝

食、間食、運動、夜更かしの変化を比較した。生活習慣の悪化として朝食、就寝時刻、起

床時刻、平均睡眠時間、大便回数を取り上げ、母親の勤務形態別に検討した。その結果、

小学 1年生の時の生活習慣は3歳の時のそれと比べ、早寝早起きとなり生活リズムが良い

方向に変化していた。また、母親の勤務形態別の生活習慣悪化についてみると、母親が専

業主婦である児に比べ、常勤の母親を持つ児は間食摂取頻度が有意に増加しており、肥満

に結びつく生活習慣の悪化がみられた。


